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を考えた。結晶に対する放射光の露光時間を通常の (5 sec./O.5 deg.) から (1 sec./O.6 deg.) に抑え、 1 度 X 線を照
射した結晶からは 2度とデータ収集をしないという実験を計画した。この方法で X線による損傷を最小限に抑えた本
酵素の酸化型結晶構造を得ることを目指した。




開発したプログラム SCLONE を用いて、 1 秒露光 1 枚のイメージを複数の結晶から得てデータを処理した結果、
176 枚の独立した振動領域の回折強度データから結晶構造を得ることに成功した。この酸化型結晶構造は分解能 2.6









めて収集している。 X 線損傷を避けるため 1 個の結晶で狭い範囲の 1 枚の振動写真を撮り、多数の結晶を使って強度
を記録し、互いに独立な回折イメージを処理するプログラムを開発した。
チトクロム酸化酵素の酸化型結晶はその活性中心にある化学種が何であるかが、大きな問題になっていた。また、
この酵素は X線を当てるとスベクトルが変化することも確認していた。そこで、多数の結品を用いて、データ収集を
行い、このプログラムを使用して X線損傷を受けていない構造では、活性中心にはパーオキシドがあることを決定し
た。よって、この論文は博士(理学)の学位論文として十分価値のあるものと認める。
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